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2025 年 9 月 30 日 

各位 

株式会社ドリーム・アーツ 

【大企業 650 名に聞いた「DX 内製化」に関する調査】 

IT ベンダーへ DX の半分以上を委託している企業は約 4 割である一方、 

DX 内製化への意欲は約 8 割と高い 

DX 内製化の課題は、現場は「障壁は無い」と管理職は「現場のスキル不足」と回答傾向にギャップ 

 

大企業向けクラウドサービスの株式会社ドリーム・アーツ（東京本社：東京都渋谷区、広島本社：

広島県広島市、代表取締役社長：山本 孝昭、以下 ドリーム・アーツ）は、従業員数 1,000 名以上

の企業に所属する 650 名を対象に「DX 内製化」に関する調査を実施しました。 

調査の結果、DX を外部の IT ベンダーに委託（「ほぼ全て委託」または「半分以上委託」）し

ている企業が 4 割以上（41.4%）にのぼる一方で、約 8 割（78.8%）が DX 内製化について「強く

推進したい」「できればそうしたい」と回答しており、大企業の内製化への高い意欲がうかがえま

す。 DX 内製化における最大の障壁は、依然として「IT 人材不足」でした。 役職別に比較すると、

「IT 人材不足」に次いで多かった回答は、非管理職は「障壁は無い（33.6%）」、管理職・経営層

は「現場のスキル不足（管理職：37.5%、経営層：31.4%）」となり、現場の非管理職と管理職・

経営層との間で差が見られました。 

 

■調査背景 

DX 推進が企業の競争力強化に直結するなか、外部委託中心の IT 開発体制から、変化に迅速か

つ柔軟に対応できる内製化へのシフトが注目されています。 特に、業務部門自らがアプリを開
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発するケースも増えつつあり、テクノロジーの進化によるノーコードツールなどの普及がその流

れを後押ししている状況です。 

こうしたなか、ドリーム・アーツでは企業の「DX 内製化」に対する意欲、現状の課題、理想

像、そして実際の取り組み状況を把握するため、従業員数 1,000 名以上の企業に所属する従業員

650 名を対象にインターネットによるアンケート調査を実施しました。 

 

■外部 IT ベンダーへの委託状況「ほぼ全て」「半分以上」を合わせると約 4 割 

「外部 IT ベンダーへの委託状況」はどの程度かを聞いたところ、「ほぼ全て外部委託」と

「半分以上外部委託」を合わせると 41.4%と外部に多くを委託している状況が明らかになりまし

た。 「ほぼ内製」は 24.9%と少ない状態です（グラフ 1）。 

 

【グラフ 1：「外部 IT ベンダーへの委託状況」について】 

 

■DX 内製化の意欲「強くそう思う」「できればそうしたい」合わせると約 8 割 

DX の内製化を推進したいか尋ねたところ、「強くそう思う」「できればそうしたい」と回答

した人は約 8 割（78.8%）にのぼり、大企業における内製化への高い意欲が明らかになりました

（グラフ 2）。 

【グラフ 2：「DX の内製化を推進したいか」について】 
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■DX 内製化の最大の障壁は「IT 人材の不足」。次いで多かった回答は、非管理職は

「障壁は無い」、管理職・経営層は「現場のスキル不足」となり、役職ごとに認識ギ

ャップも 

DX 内製化の最大の障壁は「IT 人材不足」の回答が最も多い結果となりました（グラフ 3）。 

ここ数年「IT 人材不足」が課題として叫ばれ続けていますが状況は大きく改善されておらず、人

材面の課題は依然として深刻なことが明確です。 

 

【グラフ 3：内製化を進める上での障壁】 

 

次点の課題を役職別で見ると、管理職・経営層は「現場のスキル不足（管理職：37.5%、経営

層：31.4%）」を挙げた一方で、非管理職では「障壁は無い（33.6%）」という回答が比較的多

く、両者の認識に差があることが明らかになりました（表１）。 

 

【表１：内製化を進める上での障壁（役職別比較）】 

（n=650 複数回答）  
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■業務部門のアプリ開発経験は３人に１人、 

一方、ノーコードとローコード違い説明できる人は約４人に１人と割合が下がる 

「業務部門が自らアプリを作った経験がある」と回答したのは 34.3%でテクノロジーの進化に

より専門人材でなくても開発できる環境が整いつつあることが明らかになりました（グラフ 4）。 

一方「ノーコードとローコードの違いを説明できる」と回答したのは 26.3%と、現場での活用が進

む一方で、ノーコードとローコードの違いに対する理解が十分に浸透していない現状が浮き彫りに

なりました（グラフ 5）。 

 

■ドリーム・アーツの考察 

 大企業の DX 内製化への意欲は高く、業務部門が自らアプリを開発するケースも一定数

見られるなど、テクノロジーの進化によって「デジタルの民主化(※1)」が進みつつあります。

しかし現実には、DX 人材の不足や現場のスキル不足といった人材面の課題が依然として大

きな障壁となっていることが分かりました。 特にここ数年、「IT 人材不足」が叫ばれ続け

ていますが、状況は大きく改善していません。 IT 人材に限らず、企業全体で人材が不足す

るなか、業務部門が自ら DX・デジタル化に取り組む必要性は一層高まっていると言えます。 

さらに今回の調査では、DX 内製化の障壁の認識において、現場と管理職の間でギャップ

があることが明らかになりました。 「IT 人材不足」に次ぐ課題を役職別で見ると、管理職・

経営層は「現場のスキル不足（管理職：37.5%、経営層：31.4％）」とする一方で、現場レ

ベルの非管理職は「障壁は無い（33.6%）」と回答し、両者の認識に差が見られました。 

こうした現状を踏まえると、現場により多くの裁量と機会を与え、「DX・デジタル人材

を現場から創出する」ことが、今後の DX 推進において重要だと考えます。 ノーコードツ

ールを活用し、現場主導の取り組みを促進することで、DX 内製化の加速と人材育成の両立

が期待でき、ひいては人材不足という構造的な課題の打開にもつながると考えられます。 

 

※1 デジタルの民主化とは :  https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/dejimin/ 

 

【グラフ 4：業務部門が自ら 

               アプリを作った経験】 

【グラフ 5：ノーコードとローコードの 

        違いを説明できるか】 

https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/dejimin/
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■調査概要と資料ダウンロードについて 

今回発表した調査レポートの詳細は、以下の URL から無料でダウンロードいただけます。 

●【「IT 人材がいない」は言い訳？８割が DX 内製化に意欲、 

課題感の認識ギャップ、「できる現場」と「現場に懐疑的な管理職」】 

  https://www.dreamarts.co.jp/report/dair-wp13/ 

[調査概要] 

● 調査対象：従業員数 1,000 名以上の大企業に勤めている人   

● 調査方法：インターネット調査 

● 有効回答数：650 名 

● 調査実施日：2025 年 9 月 10 日（水）～9 月 12 日（金） 

 

 

■当社連結業績への影響  

本件による連結業績に与える影響は軽微であります。 今後、業績予想を変更すべき事象が生 

じた場合は速やかに発表させていただきます。 

 

 

 

SmartDB®︎（スマートデービー）について https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/ 

SmartDB®︎は、大企業市場シェア No.1（※）の業務デジタル化クラウドです。 現場個別の業務か

ら全社横断業務までノーコードで開発可能。 ワークフローと Web データベースを中心に多彩な

機能をもち、柔軟な外部システム連携、きめ細かな権限管理、高度なセキュリティ要件にも対応

しています。 三菱 UFJ 銀行や大和ハウス工業、立命館大学など、大企業を中心にあらゆる業種

業態のユーザーが利用中です。 サービス基盤としてマイクロソフトが提供するクラウドプラット

フォーム「Microsoft Azure」を採用し、利用規模の変化やコンテンツの増加にも柔軟に対応でき

る環境を実現しています。 

※ テクノ・システム・リサーチ「2024 年 SaaS 型ワークフロー市場メーカーシェア調査」より 

 

株式会社ドリーム・アーツについて https://www.dreamarts.co.jp/ 

「協創する喜びにあふれる人と組織と社会の発展に貢献する」をコーポレート・ミッションに掲

げるドリーム・アーツは、「協創」を自ら体現することで、顧客の真のソリューションパートナー

として総合的な課題解決をお手伝いしています。  

主なサービスとして、大企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®︎」、多店舗オペレーション

改革を支援する「Shop らん®︎（ショップラン）」、大企業の働き方を変えるビジネスコックピッ

ト「InsuiteX®︎（インスイートエックス）」などのクラウドサービスを開発・提供しています。   

https://www.dreamarts.co.jp/report/dair-wp13/
https://hibiki.dreamarts.co.jp/smartdb/
https://www.dreamarts.co.jp/
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<本件に関するお問い合わせ先>  

株式会社ドリーム・アーツ  広報担当 金井 

〒150-6029 東京都渋谷区恵比寿 4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー29F 

TEL：03-5475-2501 / 090-9149-3958 E-mail：pr@dreamarts.co.jp  

記載されている会社名および商品・サービス名は各社の登録商標または商標です。 

©2025 DreamArts Corporation. 


